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被害状況の確認・修繕 

Jアラート、TV等により情報認知 

状況により自宅待機 

 生徒指導部 防災・安全教育係 
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【Jアラートが発信された場合の行動例】 

〈屋外にいる場合〉 

・近くのできるだけ頑丈な建物や地下などに避難する。 

 ・近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守る。 

〈屋内にいる場合〉 

 ・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。 

【ミサイルが着弾した場合の行動例】 

 ・屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離れ、密閉性の高い部屋また

は風上に移動する。屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして部屋を密閉する。 

・弾頭の種類によって被害の様相や対応が大きく異なるため、テレビ、ラジオ、インターネット等を

通して、情報収集に努めるとともに、行政からの指示があればそれに従い、落ち着いて行動する。 

緊急放送 

 

 

 

一斉メールによる注意

喚起 

児童生徒在校 一斉メールによる情

報提供及び呼びかけ 

一斉メールによ

る状況発信 

児童生徒不在 

避難態勢 

（竜巻時と同様） 

 

 

 

安否確認 

 

 

 

翌日以降の学校

方針の決定、発信 

学校周辺 

着弾予想地 

学校再開（通常授業） 

引き渡し 

 

 

 

通学圏内 その他の地域 

担任による安否確認 

県へ報告 

※通過、不発等

により被害がな

い場合は、状況

発信のみの対応

とする。 

教頭 教頭 

他国によるミサイル等発射時の対応 


